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［
指
導
普
及
課
］　
「
長
野
・
岐
阜
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
連
携
会
議
」
が
平
成
二
十
四
年
八
月

二
十
二
、二
十
三
日
の
両
日
、
北
信
木
材
セ
ン

タ
ー
及
び
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
の
民
有
林
事
業

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
議
は
、
長
野
県

林
務
部
と
岐
阜
県
林
政
部
と
が
共
同
し
て
本
年

度
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
る
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
の
運
用

に
先
立
ち
、
現
在
両
県
で
活
動
し
て
い
る
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
お
互
い
連
携
し
、「
森
林
づ

く
り
」
や
「
道
づ
く
り
」
等
に
対
し
て
の
課
題

の
洗
い
出
し
や
解
決
方
法
の
検
討
な
ど
を
目
的

に
両
県
の
県
職
員
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
参
集
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

五
月
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
会
議

で
は
、
両
県
職
員
の
顔
合
わ
せ
と
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
二
回
目
の
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
面
的
な

団
地
経
営
を
考
え
て
い
く
上
で
、
国
有
林
と
民

有
林
の
連
携
・
協
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
有
林
側
か
ら
両
県
に
働
き
か
け
、

長
野
・
岐
阜
県
内
各
森
林
管
理
署
の
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
八
名
も
参
加
し
て
意
見
交
換
や
現
地
研

修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
両
県
及
び
中
部
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
の
後
、
林
野
庁
の
人
材
育
成
検
討
委

員
会
の
委
員
で
も
あ
る
長
野
県
の
小
島
主
任
林

業
専
門
技
術
員
か
ら
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
」

の
現
在
の
検
討
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
の
取
組
に
つ

い
て
、
長
野
、
岐
阜
両
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名

が
発
表
、
国
有
林
か
ら
は
「
中
部
局
に
お
け
る

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
活
動
体
制
に
つ
い
て
」
指

導
普
及
課
長
が
説
明
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会

で
は
、「
現
Ａ
Ｇ
と
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
違
い
が

見
い
だ
せ
な
い
！
」「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
も
の
は
何
か
？
」「
市
町
村
を

は
じ
め
民
有
林
行
政
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
と

県
と
国
で
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
の
位
置
づ
け

が
自
ず
と
違
う
た
め
活
動
し
づ
ら
い
の
で

は
？
」
と
い
っ
た
課
題
や
現
状
の
問
題
点
に
つ

い
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
が
出
さ
れ
、
本
庁

へ
意
見
を
伝
え
る
こ
と
も
含
め
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
山
ノ
内
町
の
北
信
州
森
林
組
合
が

実
施
し
て
い
る
間
伐
作
業
地
で
現
地
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

事
業
地
は
約
六
十
戸
の
零
細
林
家
を
取
り
ま

と
め
て
施
業
団
地
化
さ
れ
て
お
り
、
計
画
的
な

施
業
が
実
施
さ
れ
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
ジ
グ
ザ

グ
滑
車
（
信
州
式
搬
出
法
）
に
よ
る
搬
出
方
法

を
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
に
お
い
て
も
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
か
ら
コ
ス
ト
や
機
械
の
維
持
費
、
稼

働
率
、
技
術
の
伝
承
方
法
や
集
約
化
に
あ
た
っ

て
の
苦
労
話
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
長
野
・
岐
阜
両
県
及
び

民
・
国
が
連
携
・
協
力
し
て
情
報
交
換
や
活
動

報
告
を
行
い
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
の
輪
を
広

げ
、
市
町
村
等
へ
の
適
確
な
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
散
会
し
ま
し
た
。

 

［
指
導
普
及
課
］
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
中
部
森
林
管
理

局
の
重
点
取
組
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
局
内
に
「
ニ
ホ
ン

ジ
カ
被
害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設

置
し
、
関
係
各
課
間
の
情
報
交
換
・
共
有
化
を

図
り
つ
つ
効
果
的
な
対
策
、
必
要
な
対
処
方
針

等
の
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
、
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

東
信
森
林
管
理
署
の
協
力
を
得
て
、
囲
い
ワ
ナ

等
を
設
置
し
捕
獲
実
証
試
験
を
行
う
こ
と
と

し
、
八
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
関

係
課
職
員
に
よ
り
囲
い
ワ
ナ
の
設
置
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

個
体
数
調
整
の
た
め
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲

に
つ
い
て
は
、
職
員
で
も
実
施
可
能
で
あ
る
く

全体会議の様子

活動報告をする
岐阜県准フォレスター

現地研修の様子

柵の設置作業を行う職員

連
携
会
議
の
開
催

長
野
・
岐
阜
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

「
囲
い
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
実
証
試
験
」
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複
数
の
シ
カ
を
一
度
に
捕
獲
で
き
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
は
塩
尻
市
に
あ
る

食
肉
加
工
場
へ
生
き
た
ま
ま
搬
入
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
八
月
二
十
五
日
（
土
）
北
佐

久
郡
軽
井
沢
町
の
小
瀬
・
竜
返
し
の
滝
自
然
観

察
教
育
林
外
で
「
森
林
探
検
隊
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

森
林
探
検
隊
は
一
般
の
方
を
対
象
に
、
国
有

林
で
の
自
然
散
策
等
を
通
じ
て
、
森
林
の
重
要

性
や
国
有
林
の
取
組
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
、
長
野
・
上
田
地
域
に
在
住
さ
れ
る
方
を
中

く
り
ワ
ナ
の
設
置
が
、
効
果
的
な
方
法
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
頻
繁
に
見
回
り

が
必
要
な
こ
と
や
捕
獲
後
の
止
め
刺
し
や
埋

設
な
ど
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
く
く

り
ワ
ナ
に
か
か
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
肉
の
品

質
低
下
を
招
く
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
出
る

こ
と
が
研
究
成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
て
お
り
、

食
肉
利
用
の
普
及
を
進
め
る
上
で
は
デ
メ

リ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
比
較
的
頻
繁
に
見
回
る
必
要

が
な
く
、
ま
た
、
鹿
肉
が
美
味
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
肉
の
品
質
を
保
つ
こ
と

が
可
能
な
捕
獲
方
法
と
し
て
囲
い
ワ
ナ
を
試

験
的
に
設
置
し
、
捕
獲
か
ら
食
肉
利
用
ま
で

を
視
野
に
効
率
的
な
方
策
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

設
置
す
る
囲
い
ワ
ナ
に
つ
い
て
は
、
安
価

で
、
な
る
べ
く
警
戒
心
を
持
た
な
い
よ
う
な

構
造
と
し
、
青
草
が
無
く
な
る
時
期
以
降
、

心
に
、
三
才
か
ら
七
十
九
才
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
四
十
二
名
が
参
加
さ
れ
、
連
日
猛
暑
が
続

い
て
い
る
市
街
地
を
離
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
浅
間
山
麓
の
森
林
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
自
然
観
察
で
は
、
林
道
と
約
五
十

年
前
ま
で
運
行
し
て
い
た
草
軽
電
鉄
の
軌
道
跡

三
㌔
㍍
の
道
程
を
約
二
時
間
半
か
け
、
沿
線
の

カ
ラ
マ
ツ
、
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
の
森
林
と
植
物
等

の
観
察
の
ほ
か
、
当
時
、
軽
井
沢
～
草
津
間
を

小
さ
な
電
車
が
の
ん
び
り
走
っ
て
い
た
経
緯

や
、
最
近
の
関
心
事
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
野

生
鳥
獣
と
の
共
生
に
つ
い
て
、
職
員
の
丁
寧
な

説
明
に
参
加
者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
午
後
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う

「
白
糸
の
滝
」
を
訪
れ
、
岩
肌
か
ら
地
下
水
が

流
れ
落
ち
る
様
子
が
数
百
条
の
糸
に
例
え
ら
れ

て
い
る
滝
を
見
学
し
、
台
風
に
よ
っ
て
土
砂
崩

れ
な
ど
の
被
害
を
受
け
治
山
事
業
に
よ
り
緑
と

清
流
が
蘇
っ
た
周
辺
の
状
況
に
大
変
感
心
さ
れ

た
様
子
で
し
た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
、
東
信
署
職
員
の
手
作

り
の
「
し
お
り
」、
人
形
を
か
た
ど
っ
た
木
製

ス
ト
ラ
ッ
プ
の
お
礼
と
、
今
回
の
よ
う
な
自
然

散
策
会
を
引
き
続
き
企
画
し
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
探
検
隊
は
、
募
集
締
め
切
り
後

も
申
込
み
希
望
や
問
合
せ
が
あ
り
反
響
が
大
き

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
幅
広
い
世
代
に
、
森

林
、
国
有
林
野
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
職
員
厚
生
課
］
こ
の
度
、
中
部
森
林
管
理
局

が
「
第
四
十
八
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
」

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
、
長
野
労
働
局
を
通
じ
て

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
賞
は
、
献
血
に
積
極
的
に
協
力
し
、
献

血
普
及
の
た
め
の
広
報
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
な
ど
に
よ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
実
績

を
示
し
た
団
体
等
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
中
部
森
林
管
理
局
本
局
に
お
い
て
は
、
毎

年
春
と
秋
の
年
二
回
、
長
野
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
職
員
が
献
血
に

協
力
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

完成した囲いワナの追い込み・搬出スペース

職員の案内により自然観察

参加者で記念撮影

「
森
林
探
検
隊
」を
開
催

「
森
林
探
検
隊
」を
開
催
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す
。

　

引
き
続
き
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命
を
救
う

た
め
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
献
血
運
動
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
当
署
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
環
境

保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
、
双
六
（
す
ご
ろ

く
）
池
周
辺
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

双
六
池
（
標
高
約
二
千
六
百
㍍
）
は
、
中
部

山
岳
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
双
六
岳
（
二
千
八
百
六
十
㍍
）
の
頂

上
直
下
に
位
置
す
る
池
で
、
周
辺
に
は
チ
ン
グ

ル
マ
や
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
、
ミ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ

な
ど
の
高
山
植
物
が
咲
く
美
し
い
景
観
を
誇
る

場
所
で
す
。

　

こ
の
保
全
活
動
は
、
樅
沢
岳
（
も
み
さ
わ
だ

け
）
や
双
六
岳
か
ら
流
れ
込
む
雨
水
等
に
よ
り

周
辺
が
侵
食
さ
れ
て
双
六
池
に
土
砂
が
堆
積

し
、
植
生
の
後
退
を
招
い
て
い
た
状
況
か
ら
、

登
山
者
や
山
小
屋
関
係
者
か
ら
の
強
い
要
望
に

応
え
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
平
成
十
八
年

度
と
平
成
十
九
年
度
に
人
力
に
よ
る
素
掘
の
側

溝
と
沈
砂
池
の
作
設
、
ネ
ッ
ト
張
り
等
の
作
業

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
経
過
を
観
て
き
ま
し
た

が
、
高
山
地
帯
と
い
う
厳
し
い
条
件
か
ら
、
施

工
し
た
ム
シ
ロ
の
劣
化
や
風
化
が
著
し
く
進

み
、
再
び
池
に
土
砂
が
流
入
し
始
め
て
き
た
こ

と
か
ら
、
今
年
度
五
年
ぶ
り
に
双
六
池
周
辺
の

環
境
保
全
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。

　

今
回
の
保
全
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

神
岡
森
林
事
務
所
を
中
心
と
し
た
神
岡
チ
ー
ム

（
旧
神
岡
事
務
所
管
内
の
森
林
官
及
び
事
業
所

主
任
）、
環
境
省
平
湯
自
然
保
護
官
事
務
所
、

双
六
小
屋
の
三
者
で
協
議
し
て
計
画
を
進
め
る

と
と
も
に
、
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

五
団
体
、（
社
）
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
、
名

古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会
、
山
小
屋
関
係

者
ら
に
保
全
活
動
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
当
署
職
員
を
含
む
二
十
一
名
が

集
ま
り
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
後
半
の
八
月
三
十
日

（
木
）
と
三
十
一
日
（
金
）
の
二
日
間
に
亘
っ

て
保
全
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
早
朝
六
時
に
神
岡
森
林
事
務
所
に
集

合
し
、
現
地
ま
で
片
道
六
時
間
程
の
道
の
り
を

踏
破
し
た
の
ち
、
双
六
池
周
辺
に
お
い
て
、
計

画
し
た
作
業
を
全
員
持
ち
場
に
分
か
れ
て
開
始

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
全
活
動
は
、
池
へ
の
土
砂
等
の
流

入
防
止
や
植
生
回
復
効
果
の
あ
る
土
嚢
袋
に
よ

る
土
留
工
や
前
回
活
動
の
整
理
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
参
加
者
は
、
六
時
間
余
り
の
登

山
の
疲
れ
も
見
せ
ず
に
、
土
嚢
袋
へ
の
土
詰
め

作
業
・
運
搬
・
設
置
・
杭
止
め
等
の
作
業
を
手

際
よ
く
こ
な
し
、
計
画
し
た
二
日
間
の
作
業
を

全
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
作
業
を
終
え
た
参
加
者

は
一
様
に
計
画
さ
れ
た
保
全
作
業
を
や
り
遂
げ

た
達
成
感
と
北
ア
ル
プ
ス
の
環
境
保
全
活
動
の

一
助
を
担
え
た
満
足
感
に
浸
り
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
、
双
六
池
の
美
し
い
光
景
に
後
ろ

髪
を
引
か
れ
な
が
ら
帰
路
に
着
き
、
四
時
間
程

の
道
の
り
を
下
山
し
て
参
加
者
全
員
無
事
に
帰

宅
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
浸
食
の
状

況
を
経
過
観
察
し
な
が
ら
、
そ
の
保
全
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
た
皆
さ
ん
や
山
小
屋
の
管
理
人
、
レ
ン作業お疲れ様でした

土嚢を運搬する作業者

感謝状と記念品

土嚢を設置し杭でとめる作業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
り
、
北
ア
ル
プ
ス

�

双
六
池
周
辺
の
環
境
保
全
活
動
を
実
施

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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シ
カ
を
見
か
け
ま
す
。
昨
年
よ
り
多
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
浅
間
山
麓
で
も
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
が
増
え
て
き
て
い
る
状
況
と
感
じ
て
い
ま

す
。
東
信
森
林
管
理
署
で
も
民
・
国
連
携
し
た

シ
カ
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
対
策
を
通
し

て
森
林
を
適
正
な
状
態
に
保
て
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

涼
し
く
な
り
林
野
巡
視
が
楽
し
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
現
地
を
よ
く
見
て
地
域
の
声
に
耳

を
傾
け
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
業
務
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局

�

九
月
一
日
付

▽�

林
野
庁
出
向
（
木
曽
署
治
山
課
治
山
第
二
係

長
）�

萩
原　

伸
也

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
二
係
長

（
木
曽
署
南
木
曽
支
署
治
山
課
治
山
第
三
係

長
）�

仲
上　

曜
次
郎

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
治
山
課
治
山

第
三
係
（
木
曽
署
南
木
曽
支
署
土
木
係
）

�

守
屋　

徹
郎

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
総
務
課
付
（
木
曽
署
笹
川

森
林
事
務
所
森
林
官
）�

彦
瀬　

卓
也

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
森
林
ふ
れ
あ

い
係
長
（
飛
騨
署
業
務
第
一
課
付
）

�

大
西　

沙
織

ジ
ャ
ー
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
を
一
層
深
め
る

こ
と
の
で
き
た
二
日
間
で
し
た
。

［
東
信
森
林
管
理
署
軽
井
沢
森
林
事
務
所
］

宮
本　

ま
ど
か　

森
林
官

　

軽
井
沢
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
を
代
表
す

る
観
光
地
、
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
に
あ
り
ま

す
。
国
有
林
内
に
は
、
白
糸
の
滝
、
国
設
野
鳥

の
森
、
鼻
曲
山
、
小
浅
間
（
浅
間
山
は
隣
の
御

代
田
森
林
事
務
所
）
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く

あ
り
ま
す
。
避
暑
地
と
し
て
有
名
な
軽
井
沢
は

夏
に
は
人
口
が
約
十
倍
に
増
加
す
る
と
い
わ
れ

年
間
約
七
百
七
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。

　

国
有
林
に
隣
接
す
る
別
荘
地
や
住
宅
地
、
観

光
地
も
多
く
、
様
々
な
立
場
の
人
が
お
り
、
自

然
観
の
違
い
や
森
林
へ
の
期
待
、
要
望
が
異
な

り
対
応
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
自

分
自
身
も
一
方
向
か
ら
森
林
を
見
な
い
で
視
野

を
広
げ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
際
森
林
年
に
因
み
、
軽
井
沢
国

際
森
林
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
軽
井
沢
野

生
動
物
問
題
研
究
会
ク
ロ
ス
、
東
信
森
林
管
理

署
）
主
催
に
よ
る
「
軽
井
沢
国
際
森
林
年
記
念

事
業
」
が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
観
察
ツ
ア
ー
三

回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
回
、
野
生
動
物
と
の

ば
っ
た
り
遭
遇
を
防
ぐ
薮
刈
り
（
軽
井
沢
町
、

御
代
田
森
林
事
務
所
管
内
）
が
あ
り
ま
し
た
。

様
々
な
人
達
と
共
同
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

の
楽
し
さ
、
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
国
有
林
や
林
業
に
つ
い

て
、
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
事
の
大
切
さ

と
、
森
づ
く
り
の
プ
ロ
と
し
て
の
私
た
ち
職
員

へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
森
林
事
務
所
は
観
光
箇
所
ば
か
り
か

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
造
林
地
も
多
く
あ
り

ま
す
。
現
在
は
数
軒
が
残
っ
て
い
る
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
明
治
四
十
二
年
か

ら
昭
和
四
十
年
半
ば
ま
で
専
属
的
な
林
業
労
働

集
団
と
し
て
長
日
向
地
区
に
「
小
瀬
林
業
村
」

が
あ
り
最
盛
期
に
は
十
二
世
帯
程
度
が
生
活
し

当
時
ス
ス
キ
原
野
が
多
か
っ
た
浅
間
山
山
麓
に

造
林
を
実
施
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
現
在
は
カ

ラ
マ
ツ
や
広
葉
樹
の
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
高
齢
級
の
カ

ラ
マ
ツ
林
を
み
る
と
、
車
も
機
械
も
普
及
し
て

い
な
い
当
時
の
人
達
が
植
え
て
育
て
た
苦
労
が

想
像
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
碓
井
鉄
道
が
開
通
し
た
頃
、
将
来
の

枕
木
用
に
植
え
た
ヒ
ノ
キ
の
高
齢
級
の
林
が
あ

る
こ
と
を
現
場
の
基
幹
作
業
職
員
か
ら
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
林
業
が
そ
の
時
々
の
時
代
の

要
請
に
応
え
る
た
め
、
何
世
代
に
も
亘
っ
て
守

り
育
て
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
産
業
で
あ
る

こ
と
を
、
長
年
の
経
験
者
か
ら
聞
け
る
機
会
が

あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
森
林
計
画
の
予
備
編
成
の
た
め
、

特
に
山
に
入
る
事
が
多
い
の
で
す
が
、
頻
繁
に

人
の
う

ご
き

シ
リ
ー
ズ

国際森林年記念行事として森林教室も実施

自然観察会で案内を行う宮本森林官
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「犬山・八曽自然休養林」
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89

しろ うま だけ

い
ま
す
。
特
に
、
仙
丈
ヶ
岳
は
、
三
つ
の
カ
ー

ル
を
抱
え
多
く
の
高
山
植
物
が
咲
き
み
だ
れ
る

こ
と
や
優
美
な
山
容
が
特
徴
で
、「
南
ア
ル
プ

ス
の
女
王
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

し
か

し
、
近
年
こ
の
高
山
植
物
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
食
害
を
受
け
大
き
な
痛
手
を
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
署
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る

防
鹿
柵
設
置
を
行
い
保
護
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
地
域
の
国
有
林
野
は
南
ア
ル
プ
ス
を
主

体
に
管
理
し
森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
各
種

保
護
林
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
方
々
と
共
に
後

世
に
残
す
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
林
道

　

南
ア
ル
プ
ス
林
道
は
、
長
野
県
伊
那
市
長
谷

の
戸
台
口
か
ら
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
広
河
原

間
五
十
七
・九
㌔
㍍
を
結
ぶ
山
岳
林
道
で
す
。

開
発
に
当
た
り
地
元
要
望
と
自
然
保
護
団
体
と

の
調
整
が
難
航
し
、
完
成
ま
で
に
は
十
三
年
の

年
月
を
要
し
ま
し
た
。
現
在
、
長
野
県
側
は
、

市
営
バ
ス
が
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
運
行
し
、

登
山
者
や
観
光
客
を
県
境
で
あ
り
登
山
の
出
発

点
で
も
あ
る
北
沢
峠
ま
で
運
行
し
て
お
り
ま

す
。
乗
車
バ
ス
内
で
は
、
運
転
手
に
よ
る
地

質
・
植
物
・
動
物
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
楽
し
め
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
戸
台
大
橋
か
ら
は
一

般
車
の
通
行
が
規
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

分
杭
峠

　

日
本
最
大
の
断
層
「
中
央
構
造
線
」
が
縦
貫

す
る
分
杭
峠
は
、
ゼ
ロ
磁
場
と
し
て
も
近
年
有

名
と
な
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ゼ
ロ

磁
場
と
は
、
中
国
の
気
功
師
、
張
志
祥
氏
に
よ

り
発
見
さ
れ
た
場
所
で
、「
人
が
幸
せ
に
な
れ

る
場
所
」
と
も
い
わ
れ
多
く
の
人
が
癒
し
を
求

め
訪
れ
て
い
ま
す
。

◆
所
在
地
（
北
沢
峠
）　

　

長
野
県
伊
那
市
長
谷

◆
ア
ク
セ
ス

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　

�

伊
那
市
駅
よ
り
Ｊ
Ｒ
バ
ス
高
遠
行
に
乗
車

し
、
高
遠
に
て
長
谷
循
環
バ
ス
に
乗
り
換
え

仙
流
荘
よ
り
市
営
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
長
衛

荘
下
車　

約
二
時
間
三
〇
分

　
［
自
家
用
車
］

　

�

中
央
道
伊
那
イ
ン
タ
ー
か
ら
仙
流
荘
ま
で　

約
四
〇
分　

市
営
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
長
衛

荘
下
車
一
時
間　

南
ア
ル
プ
ス
の
西
の
玄
関
口

 

［
南
信
署
］
長
野
県
伊
那
市
長
谷
（
旧
長
谷

村
）
地
区
は
、
長
野
、
山
梨
、
静
岡
の
三
県
に

ま
た
が
る
南
ア
ル
プ
ス
の
西
の
玄
関
口
で
あ

り
、
ま
た
古
く
は
伊
那
谷
か
ら
遠
州
へ
至
る
秋

葉
街
道
の
宿
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
分
杭
峠
、

鹿
嶺
高
原
、
三
峰
川
源
流
な
ど
大
自
然
あ
ふ
れ

る
地
域
で
す
。

南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口

　

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
は
、
三
、〇
〇
〇
㍍

級
の
高
峰
十
座
を
有
す
る
甲
斐
駒
・
鳳
凰
山

系
、
白
峰
山
系
、
明
石
山
系
の
三
つ
の
大
き
な

山
系
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
山
岳
公
園
で
あ
り
、

東
西
は
約
十
五
㌔
㍍　

南
北
は
約
五
十
㌔
㍍
の

雄
大
で
重
量
感
あ
る
山
岳
景
観
を
有
す
る
と
と

も
に
、
大
井
川
、
天
竜
川
、
富
士
川
の
源
流
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
長
谷
地
区
に
は
、
日
本
百
名
山
で
あ
る
甲

斐
駒
ヶ
岳
（
標
高
二
、九
六
七
㍍
、
仙
丈
ヶ
岳

（
三
、〇
三
三
㍍
）、
塩
見
岳
（
三
、〇
五
二
㍍
）

の
三
つ
が
あ
り
、
多
く
の
登
山
者
に
愛
さ
れ
て

仙丈ヶ岳の藪沢カール

戸台大橋の料金所

北沢峠の案内看板


